
No.１９（１）       川村としはる議会報告 平成１９年３月１９日（月） 

ご
あ
い
さ
つ 

い
つ
に
な
く
暖
か
か
っ
た
冬
も
終
わ
り
、

桜
の
開
花
予
想
と
と
も
に
、
春
は
も
う
そ

こ
ま
で
や
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。
旅
立
ち
の
季
節
を
迎
え
、
新
し

い
門
出
に
就
か
れ
る
方
々
に
は
、
希
望
へ

の
着
実
な
前
進
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
３
月
６
日
か
ら
14
日
ま
で
の
９

日
間
、
平
成
19
年
山
北
町
議
会
第
１
回
定

例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
題
は

瀬
戸
町
長
に
よ
る
初
の
予
算
編
成
で
、
平

成
19
年
度
一
般
会
計
、
９
特
別
会
計
及
び

水
道
事
業
会
計
の
予
算
審
議
で
し
た
。 

い
ず
れ
議
会
だ
よ
り
で
詳
し
く
報
告
さ

れ
ま
す
が
、
速
報
と
し
て
い
つ
も
の
よ
う

に
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
一
読

い
た
だ
い
て
ご
意
見
な
ど
も
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

と
し
は
る
通
信 

川村としはる 
   （俊治） 

 

一
般
質
問 

高
松
地
区
畜
産
団
地
構
想
の 

対
外
折
衝
状
況
を
問
う 

質
問 

高
松
地
区
畜
産
団
地
整
備
構
想

は
、
昨
年
12
月
の
私
の
質
問
に
対
し
、
実

現
に
向
け
全
力
で
推
進
す
る
と
の
答
弁
を

い
た
だ
い
た
。
町
長
に
就
任
さ
れ
て
か
ら

ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
、
現
状
の
見
通
し

は
ど
う

。 

か

答
弁 

中
山
間
保
全
整
備
事
業
基
本
調

査
は
関
東
農
政
局
と
取
り
ま
と
め
て
お
り
、

３
月
中
旬
に
検
討
委
員
会
を
開
き
ま
す
。

農
業
生
産
法
人
の
主
体
と
な
る
企
業
と
の

調
整
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

19
年
度

方
向
性
を
出
し
ま
す
。 

に

質
問 

こ
の
よ
う
な
大
き
な
事
業
は
町

長
が
先
頭
に
立
っ
て
営
業
活
動
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
私
が
質
問
し
た
12

月
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
動
き
を
し
た
か
。

事
業
者

は
順
調
に
推
移
し
た
か
。 

と

答
弁 

10
月
に
事
業
主
体
と
な
る
会

社
と
庁
舎
内
で
会
っ
た
。
考
え
方
、
収
支

計
画
、
事
業
規
模
が
出
て
い
な
い
。
な
ど 
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他
に
も
疑
問
点
を
質
し
た
の
に
対
し
、

外
な
受
け
止
め
方
を
さ
れ
、
感
情
的
な

い
違
い
が
生
じ
た
。
先
般
、
消
極
的
で

っ
た
相

に
意
図
を
よ
く
説
明
し
た
。 

手

質
問 

意
外
な
受
け
止
め
方
と
は
具

的
に
ど
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
の
か
。
今

の
交
渉

お
い
て
不
利
に
な
ら
な
い
か

に

答
弁 

辞
退
し
た
い
と
い
う
こ
と
で

が
、
修

し
て
い
き
た
い
。 

復

質
問 

私
の
12
月
の
質
問
の
前
に

退
し
た
い
と
い
う
返
事
が
あ
っ
た
の
に

な
ぜ
全

で
取
り
組
む
と
い
っ
た
の
か

力

答
弁 

事
業
の
推
進
に
は
問
題
な
い

修
復
す
る
前
提
で
あ
る
か
ら
、
交
渉
で

利
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
し
た
。（
賛
成
９
、
反
対
８
） 

 

高松山七曲付近へのさくら 
の植栽風景（３月１０日） 
意くあ体後。 す辞、。 。不

小
学
校
終
了
ま
で
無
料 

医
療
費
で
町
独
自
事
業 

小
児
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
18
年
度
に
は
満
５
歳

ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
た
助
成
が
、
平
成
19

年
度
か
ら
は
小
学
校
終
了
ま
で
に
延
長
さ

れ
ま
す
。こ
れ
は
山
北
町
独
自
の
政
策
で
、

こ
の
事
業
に
よ
る
財
政
負
担
は
１
８
０
０

万
円
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
対
象

者
１
１
６
１
人
と
想
定
さ
れ
る
子
ど
も
の

親
に
と
っ
て
は
朗
報
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

県
内
33
団
体
の
医
療
費
助
成
の
状
況

は
中
井
町
が
小
学
校
６
年
ま
で
、
箱
根
町

が
４
年
ま
で
で
、
大
半
の
自
治
体
は
小
学

校
就
学
前
ま
で
で
す
。 

平
成
19
年
度
に
お
け
る
近
隣
市
町
の

取
り
組
み
は
、
南
足
柄
市
が
４
歳
を
就
学

前
ま
で
に
、
大
井
町
が
５
歳
ま
で
、
松
田

町
が
２
歳
を
就
学
前
ま
で
に
改
正
し
ま
す
。 

質
疑
で
は
、
①
昨
年
も
助
成
年
齢
を
延

長
し
た
、
②
中
井
、
箱
根
は
財
政
力
が
強

く
地
方
交
付
税
不
交
付
団
体
で
あ
る
が
、

山
北
町
は
地
方
交
付
税
に
依
存
し
て
い
る
。

財
政
負
担
、
近
隣
市
町
と
の
バ
ラ
ン
ス
も

考
え
、小
学
校
３
年
ま
で
と
、段
階
的
に
、

③
財
政
負
担
が
増
え
る
中
、
実
施
に
当
た

っ
て
は
他
の
事
業
を
削
っ
て
費
用
を
捻
出

す
べ
き
だ
。
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た

が
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
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一
般
会
計
は
49
億
7661
万
円 

前
年
度
比
10.8
％
増 

平
成
19
年
度
当
初
予
算
は
一
般
会
計

49
億
７
６
６
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
（
前
年

度
比
10.8
％
増
）
。
９
特
別
会
計
37
億
７
５

８
万
円
、
及
び
水
道
事
業
会
計

２
億
６
６
６
６
万
円
を
含
め
た
総

額
で
は
89
億
５
０
８
６
万
円
と

な
り
、
前
年
度
比
7.3
％
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

予
算
編
成
の
基
本
方
針
と
し

て
示
さ
れ
た
項
目
の
概
要
は
次

の
通
り
で
す
。 

・
財
源
の
重
点
配
分 

・
第
４

次
総
合
計
画
の
実
現 

・
第
５
次

行
政
改
革
大
綱
の
実
施 

・町
単

独
事
業
は
原
則
と
し
て
着
手
し

な
い 

・
住
民
要
望
は
町
民
が
主

体
と
な
っ
て
実
施
す
る
も
の
と

町
が
実
施
す
る
も
の
の
役
割
分

担
を
す
る 

・
対
前
年
度
比

15
％
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
で
の

予
算
編
成
。 

歳
入
は
、
町
税
が
住
民
税
の

税
率
一
律
10
％
化
（三
位
一
体

改
革
の
税
源
移
譲
に
よ
る
）に
よ

り
１
億
９
８
５
７
万
円
増
収
と
な
り
ま
す
が
、

前
年
度
ま
で
あ
っ
た
地
方
譲
与
税
９
９
２
０

万
円
の
廃
止
、
地
方
特
例
交
付
金
４
２
１
５

万
円
の
減
額
、
地
方
交
付
税
１
９
０
０
万
円

が
減
額
さ
れ
、
差
し
引
き
の
増
加
は
３
８
２

２
万
円
と
な
り
ま
す
。 

平 成 １ ９ 年 度 当 初 予 算 

国
の
補
助
金
で
は
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

が
１
億
５
２
２
０
万
円
と
な
り
大
幅
に
増
収
、

県
補
助
金
で
は
水
源
環
境
保
全
・
再
生
交

付
金
が
７
０
０
０
万
円
、
中
山
間
地
域
総
合

整
備
事
業
補
助
金
の
１
億
１
２
５
０
万
円
な

ど
で
大
幅
増
と
な
り
ま
し
た
。
町
債
（
町
の

借
金
）
は
３
億
５
４
９
０
万
円
で
前
年
度
比

７
８
５
０
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
財
政
調
整
基
金
（町
の
貯
金
）２
億
１
０

０
０
万
円
を
繰
り
入
れ
て
の
予
算
編
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

歳
出
で
は
重
点
施
策
を
設
定
し
、
総
額

20
億
１
３
１
３
万
円
を
投
入
し
ま
す
。
主

な
事
業
と
し
て
①
町
内
循
環
バ
ス
運
行
事

業
、
②
小
児
医
療
費
を
町
独
自
事
業
と
し

て
小
学
校
終
了
ま
で
助
成
、
③
山
北
中
学

校
校
舎
等
（
ト
イ
レ
を
含
む
）
改
修
、
④
デ

ジ
タ
ル
地
域
防
災
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
導
入
、
⑤
ダ
ム
集
水
域
合
併
浄
化
槽

整
備
推
進
、
⑥
日
向
用
水
路
・農
道
整
備
、

浅
間
山
農
道
整
備
、
⑦
神
奈
川
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
運
営
事
業
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。 

額
は
小
さ
い
で
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
懇
話

会
推
進
、
町
民
健
康
マ
イ
ス
タ
ー
講
座
開
催

が
新
規
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
山
北
中
学
校
、
三
保
中
学
校
の
パ
ソ

コ
ン
機
器
が
新
し
く
整
備
さ
れ
ま
す
。 

一
般
会
計
の
性
質
別
歳
出
内
訳
を
グ
ラ

フ
に
示
し
ま
す
。 

◇一般会計性質別歳出内

人件費
1,448

1427

1341

扶助費
222

282

281

公債費
379

392

445

投資的経費
400

287

666

繰出金
479

496

50119年度

18年度

17年度

町予
修
補

野
観

離
を

こ
れ

た
時

違
法

提
出

出
を 

義務的経費 

０
０
万
円
も
取
り
崩
し
て
ま
で
突
出
し
た

医
療
費
助
成
を
す
る
の
は
ど
う
か
。
３
年

生
ま
で
に
し
て
段
階
的
に
③
鶴
野
観
音
堂

に
公
金
を
つ
ぎ
込
む
の
は
憲
法
違
反
で
あ

る
。
と
い
う
も
の
で
す
。 

賛
成
討
論
は
鶴
野
観
音
堂
の
改
修
に
公

金
を
つ
ぎ
込
む
こ
と
に
は
反
対
だ
が
予
算

案
に
は
賛
成
と
い
う
矛
盾
し
た
考
え
で
す
。 

討
論
の
後
、
本
来
で
あ
れ
ば
採
決
が
行

わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
時
点
で
町
長
か
ら
予

算
案
撤
回
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。 

２００７年統一地方選挙は、県

 

訳
（単位:百万円）
その他
1608

その他
1,636

1743

長
、
予
算
案
を
撤
回 

修
正
再
提
出
に
よ
り
議
決 

算
審
議
の
過
程
で
鶴
野
集
会
施
設
改

助
金
の
案
件
に
対
し
、
当
該
施
設
、
鶴

音
堂
は
宗
教
施
設
で
あ
り
、
政
教
分

定
め
た
憲
法
に
違
反
す
る
。
議
会
が

を
承
認
す
れ
ば
、
住
民
訴
訟
が
起
き

に
は
議
会
も
責
任
を
問
わ
れ
る
の
で
、

性
が
な
い
こ
と
が
証
明
で
き
る
資
料
の

を
求
め
ま
し
た
。
町
長
は
資
料
の
提

約
束
し
ま
し
た
が
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
討
論
の
直
後
、
採
決
を
残
す
だ
け

に
な
っ
た
段
階
で
突
如
予
算
案
を
撤
回
し

ま
し
た
。 

合計 
４,564 

合計 
4,492 

合計 
4,977 

議
会
で
長
時
間
を
か
け
て
審
議
し
て
き

た
。
こ
こ
で
撤
回
を
認
め
れ
ば
こ
れ
ま
で
の

審
議
の
意
味
が
な
い
。
議
会
軽
視
で
は
な
い

か
。
可
決
さ
れ
れ
ば
実
行
し
、
否
決
さ
れ
れ

ば
臨
時
議
会
を
開
い
て
再
提
出
す
る
の
が

筋
。
と
の
意
見
を
述
べ
ま
し
た
が
、
賛
成
多

数
（９
対
８
）で
撤
回
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
後
、
鶴
野
観
音
堂
の
改
修
補
助
金

を
削
除
し
た
予
算
案
が
新
た
に
提
案
さ
れ

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

討
論 

予
算
案
撤
回
の
直
前
に
は
反
対
、
賛
成

の
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

反
対
討
論
の
概
要
は
①
15
％
マ
イ
ナ

ス
シ
ー
リ
ン
グ
の
予
算
方
針
と
予
算
案

10.8
％
増
の
整
合
性
が
な
い
。
②
５
億
７
０

０
０
万
円
の
財
政
調
整
基
金
を
２
億
１
０

議会４月８日、山北町議会は４月２２日投票で行われます。 


